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１ 作型の特徴

早期水稲の後作が主流である。

９月上旬から植え付けが始まり、年内に収穫を終

了する作型である。生育初期は高温下に長くおかれ

るため茎葉の生育には適した温度条件であるが種芋

の腐敗や青枯病の発生する危険性が大きい。

芋形成期には短日低温の好適環境で芋の肥大が促

進されるため、バレイショ栽培には適した作型であ

、 、 。るが 台風 秋雨などの被害には注意が必要である

２ 適応地域

平坦地域

３ 栽培条件

（１）温度 生育適温 １５～２０℃

（２）光 光飽和点は６万ルックス

（３）土壌条件

排水良好で耕土が深く肥沃で膨軟な砂壌土、壌土

。 ． ． ．が適する 土壌酸度は ５ ０～６ ０が良く４pH

５以下、７．０以上では生育が悪い。

４ 経営目標

t a（１）収量 ２．２ ／１０

a（２）投下労働時間 ２０５時間／１０

（３）所得率 ４５％

a（４）経営規模 ６０

(家族労働力２人の場合）

栽 培 技 術

１ 品種と特性

「デジマ」

中晩生種で、休眠期間が短く、春、秋二期作に適

。 、 。する やや開張性の草姿で茎数 分枝数はやや多い

皮色、肉色とも淡黄白で、春作で収量が高い。

「ニシユタカ」

早晩生種で、休眠期間が短く、春作に適する。長

円で外観がよく、病害抵抗性は強く多収である。

２ 種芋

（１）種芋の条件

休眠の長短は品種によって異なるため、休眠の短

い種芋を選ぶ。

大きさは、３５ｇ内外の無病種芋を使用する。

３ 種子の予措

種芋の切断

高温時に種芋を切断すると腐敗がおきやすいた

め、できるだけ切断しない種芋を用いることが望ま

しい。やむを得ず切断した種芋を利用する場合は、

切断後３日程度陰干して切り口に癒合組織ができた

ものを消毒して用いる。

種芋の消毒

切断した種芋の切り口に癒合組織ができたあとで

種子消毒を行う。
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４ 耕起整地

芋の肥大には多湿を嫌うので、土をよく砕き、圃

場が水田の場合はとくに深く耕起し畦を高くする。

５ 植え付け

９月上中旬に植え付ける。植え付け前５～１４日

までに畦間潅水をおこない土壌水分を保つ。潅水は

圃場全体に水が回ったら、水を圃場から落とす。植

溝は６㎝程度にし、種芋は発芽方向を揃えるために

切口を下にして地面に配置し、その上に３㎝程度覆

土し、堆肥と化成肥料を施し、さらに５㎝程度覆土

をする。

栽植距離は畦巾６０㎝、株間２０㎝が普通で、土

壌が適湿状態の朝方に表土が乾かないうちに覆土す

る。

植え付け直後に潅水すると種芋が腐敗するので注

意が必要である。

a種芋量 ２００～２５０㎏／１０

（ ）６ 施肥 kg/10a

備 考N P O K O2 5 2

石灰の施用は、そ基 肥 ９ １０ ７

うか病発生につな追 肥 ６ ０ ６

がるのでしない。全 量 １５ １０ １５

基肥は早目に施用し、追肥は植え付け後３～４週

間後に出芽が揃ったところで行う。

７ 栽培管理

第１回目の培土は追肥時（９月下旬～）に、第２

回目は草丈が２０～２５㎝になった時に行う。

培土が遅れると芋が地面に出たり、根を痛めたり

するので早めに行うようにする。

芽かき、除草なども適宜行うようにする。

８ 収穫

秋作は生育期間が短いので、できるだけ遅くまで

圃場においた方がよく、初霜をみて晴天が２～３日

続いた時に堀取る。

掘り取りは朝方行い、夕方まで放置して表皮がむ

けにくくなってから搬入する。
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